
令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 82時間 授業回数 82回 １回授業 45分 授業時間数

1 44

2 22

3 16

4

5

6

7

8

9

10

　 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 82

教科書

担当詳細 備　考１．実務家　　２．教員

実務経験紹介 　―

オリジナルプリント

時間外
学習

1. 学生クレドの項目を普段の学校生活にて各自で実践する（立ち止まって挨拶、身嗜み等）

2. 学校行事（ビーチパーティ等）に関しては時間外で準備対応等がある。

成績評価
方法

【出席率(20P）】【授業態度（20P）】【提出課題(60P)】

学校基準により4段階評価とする

1. ＫＢＣ学園の教育理念に掲げる「豊かな人間性」を育むために学内外において様々な行事に
参加し、クラスでの協調性・思いやり・気配り・積極性・感謝など体験を通して身につける授業とす
る。学生クレドの実践の場として活用する。
2. 就職実務や就職出陣式の時間を活用し学生の就職意識の向上と目標進路設定を行う機会と
する。

評価方法に関しては各行事ごとの振り返りレポートと学生の個別ガイダンスを合わせた評価C以
上取得。（A・B・C・Dの４段階評価とし、レポート、ガイダンス内容等を学校で定めた成績評価の
基準とする）

総授業時間数

LHR（クラス行事・学生個別ガイダンス等含む）

キャリア支援

面接基礎

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義・実習

総合学習Ⅰ 與那城　幸美



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

到達目標

授業計画 26時間 授業回数 26回 １回授業 45分 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 2

9 2

10 2

11 4

12 2

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 26

教科書

担当詳細 備　考１．実務家　　２．教員

実務経験紹介 　―

KBC学園　志学Ⅰ・Ⅱ

時間外
学習

1. 志学で学んだクレド項目を普段の学校生活にて各自で実践する（立ち止まって挨拶、身だしなみ等）

成績評価
方法

出席率、授業態度、レポート提出状況等総合的に評価する。

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義

志学Ⅰ 與那城　幸美

志学Ⅰ　第2章　　～感　動　（クレド2）～

志学Ⅰ　第3章　　～思いやり　・　気配り　（クレド3）～

志学Ⅰ　第4章　　～明　朗　（クレド4）～

1.　KBC学園の教育理念に掲げられた「人財」を目指し、人間性を磨き各自の「志」をたてる。社会人とし
て働くうえで知識・技術だけではなく豊かな人間性を兼ね備えた学生の育成を目的とする。
2. 「学生クレド」についての理解を深め、望ましい価値観や考え方を身に付け学校生活の中で実践し社
会人の準備を意識させる目的とする。

　志学を通して各章ごとの「学生クレド項目」が日常生活から率先して行えるようになる。評価方法に関し
ては各行事ごとの振り返りレポートと出席率、志学の教科書記入内容等を合わせた評価C以上取得を目
標とする。（A・B・C・Dの４段階評価とし,学校で定めた成績評価の基準とする）

総授業時間数

志学Ⅰ　序章

志学Ⅰ　ねらい・学習目標　

志学Ⅰ　第1章　　～感　謝　（クレド1）～

志学Ⅰ　第8章　　～チャレンジ精神　（クレド8）～

志学Ⅰ　第9章　　～永久戦力　（クレド9）～

志学Ⅰ　まとめ、振り返り

志学Ⅰ　第5章　　～挨　拶　（クレド5）～

志学Ⅰ　第6章　　～素　直　（クレド6）～

志学Ⅰ　第7章　　～プラス思考　（クレド7）～



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 212時間 授業回数 212回 １回授業 45分 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 2

8 的の使い方、 2

9 指示代名詞の発音と使い方 2

10 会話を作り、会話練習 3

11 動詞述語文 3

12 丁寧語「請」の使い方 2

13 助動詞「請」と「要」の使い方。　挨拶定型文の練習 2

14 疑問詞疑問文 2

15 語気助詞　吧 2

16 会話を作り、会話練習 2

17 数字0-100 2

18 年齢の言いかた,訪ね方 2

19 量詞,物の数え方 2

20 所有を表す　有，没有 2

21 几，多少  数字の疑問詞 2

22 テスト 2

23 中国語実習 160

24 中国語ホテル実習 6

25

26

27

28

29

30

合計時間数 212

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介 　―

チャレンジ中国語　入門編

時間外
学習

日常生活に中国語を取り入れる。

成績評価
方法

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

複母音の発音及び併音の練習

是 の文と疑問文 吗

是 の文と疑問文 吗

簡単な自己紹介

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義・演習

中国語Ⅰ 陳　小妙

ホテル業界で、インバウンドのお客様に対して中国語の知識を利用し、接客に活用する。

ホテルのセクションごとの中国語を理解し発音する事が出来る。

総授業時間数

自分の名前の簡体字の書き読み方、ピンインの声調

単母音、子音，軽声と簡単な挨拶

名前の尋ね方と答え方



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 80時間 授業回数 80回 １回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 10

4 10

5 16

6 10

7 10

8 17

9 4

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 80

教科書

担当詳細 備　考
実務経験紹介 　―

・TOEICを初めて受験する、あるいはスコアアップを目指す学生を対象に、頻出語句、基礎文
法、回答のテクニックを中心に学習する。
・リスニング問題、リスニング問題を解くために必要な語句・文法確認を継続して行う。

・TOEICスコア300～400以上を取得する。
・TOEICの学習、テスト形式になれ、今後継続的にハイスコアを目指して学習できる。

総授業時間数

オリエンテーション、問題形式・出題内容について

実力診断テスト（模擬試験）

リスニング Part 1、ボキャブラリー①

リスニング Part 2、ボキャブラリー②

リスニング Part 3、リーディング Part 5

リスニング Part 4①、リーディング　Part 6

リスニング Part 4②、リーディング　Part ７

全パート入門編

模擬試験、解答解説

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義

実用英語
新里玲子・川添樹子

上原美香

TOEIC L&Rテスト書き込みドリル（桐原書店）、公式TOEIC L&R問題集（ETS）他

時間外
学習

成績評価
方法

１．実務家　　２．教員

単語テスト（Googleフォーム）他

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 32時間 授業回数  32回 １回授業 45分 授業時間数

1 2

2 14

3 2

4 2

5 6

6 2

7 2

8 2

9

10

　 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 32

教科書

担当詳細 備　考

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義・演習

敬語レッスン 下地　麗子

言葉遣いの基本的なルールを学び、日常の挨拶をはじめ日々の言葉に触れながら学習を進め
ます。状況設定したロールプレイで実際に声に出し、体験して敬語を身に付けることを目的としま
す。

１．敬語（尊敬語・謙譲語・丁寧語）を理解している。
２．練習問題で70％以上正解することができる。
３．実践テストで習得した敬語を応用し使うことができる。
４．おもてなしの思いを言葉で表現できる。

総授業時間数

自己紹介、授業の目的説明、ディスカッション

実践＆試験

言葉の作法（誤りやすい表現など）

実践＆試験

実践指導

ステップアップ日本語講座　中級

敬語の使い方　応用＆小試験

敬語の使い方　基本＆小試験

言葉の作法（誤りやすい表現など）

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

成績評価
方法

【技能・技術】課題の提出、授業でのテスト・ロールプレイ内容を評価する。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

１．実務家　　２．教員

時間外
学習

テキストの内容を復習し理解を深める。



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 22時間 授業回数 22回 １回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 2

4 8

5 9

6

7

8

9

10

　 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 22

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

時間外
学習

プリントの内容を復習し理解を深める。

成績評価
方法

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

オリジナルプリント

沖縄の歴史や文化を知る事によって、今後グローバルに活躍する生徒に郷土愛を持っておもて
なしの精神（うとぅいむち）で、幅広く自信を持って沖縄の事を紹介することが出来るようになる。

・沖縄の地理・概要を知ること
・沖縄の文化を知ること（ぶくぶく茶）
・沖縄の４１市・町・村を理解すること

総授業時間数

沖縄観光とは？・メラビアンの法則・ペーパー紹介・資料作成

ブクブク茶体験

ＤＶＤ鑑賞

沖縄の市町村・概要・沖縄の市町村ビンゴ

沖縄の年中行事

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義・実習

沖縄観光Ⅰ 仲井間　利加子



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

授業計画 37時間 授業回数 37回 １回授業 45分 授業時間数

1 1

2 5

3 2

4 速度練習（３級練習問題） 4

5 通信文指導 1

6 通信文練習（３級練習問題） 6

7 上級挑戦（準２級、２級）、受験級決定（検定申し込み） 3

8 各自練習（速度→通信文）※テキスト練習問題使用 10

9 受験級模擬試験（速度→通信文）※本試験過去問題使用 5

10

　 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 37

教科書

担当詳細 備　考１．実務家　　２．教員

実務経験紹介 　―

時間外
学習

校内のパソコンを利用し繰り返し練習する。

成績評価
方法

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

速度練習（４級練習問題）

日本語ワープロ模擬問題集

到達目標

・10分間で300文字以上入力できる
・ホームポジションを用いて、キーボードを見ずにブラインドタッチで文字入力ができる
・文字の配置変更、均等割り付けなどができ、体裁の整ったビジネス文書が作成できる
・検定合格基準に満たない者に対して、自ら進んで声掛けや助け合う姿勢が見られる

総授業時間数

ワープロ検定の概要、基本のタイピング

タイピング練習

１．ホテル業界で求められるPC入力のスキルを身に付け、ビジネス文書がワードで作成できるよ
うにする。
２．7月に実施される日本語ワープロ検定で全員合格を目指す。

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 演習・講義

パソコン演習Ⅰ 與那城　幸美



令和6年度 学校名：

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 32時間 授業回数   32回 １回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 2

4 2

5 1

6 2

7 1

8 21

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 32

教科書

担当詳細 備考

実務経験紹介 　―

①企業の知識や活動などについて知る　②ビジネスマナーや接遇について知る　③秘書実務
検定3級問題を用いた知識と実務の確認を行う（6割以上の正解）　④秘書検定３級合格

就職に際して「職場の常識」と「社会性」を身に着ける。その実力の証明として秘書実務検定3級
を取得する。

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義

秘書接遇 崎山　さとみ

専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

秘書実務問題・解答解説

総授業時間数

授業の目的と秘書実務検定の概要について

企業の基礎知識と企業活動

人間関係と話し方・聞き方の応用

会議とビジネス文書

文書管理・郵便の知識

接遇

交際

自主作成プリント　

１．実務家　　２．教員

時間外
学習

①テキストを読む　②テキスト内の演習　③企業に関する用語④経営に関する用語　④人事・労務用語

⑤会計・財務に関する用語　⑥マーケティング用語　⑦基礎用語　⑧カタカナ語用語　③～⑧の暗記

成績評価
方法

出席率　授業態度　レポート　単元テスト　用語テスト



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 36時間 授業回数 36回 １回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 4

4 2

5 6

6 2

7 1

8 第１章　確認テスト 2

9 第２章　接客の基本　第１節　料飲サービスの役割

10 　　　　　第２節　料飲サービスの性格と特徴

　 11 　　　　　第３節　料飲サービスを支える条件

12 　　　　　第４節　料飲サービススタッフに求められる資質 1

13 第３章　宴会とレストランサービス　第１節　宴会 2

14 　　　　　第２節　レストラン 3

15 　　　　　第３節　客席案内 1

16 　　　　　第４節　注文 1

17 　　　　　第５節　テーブルサービス 3

18 　　　　　第６節　調理の仕上げ（ワゴン〔ゲリドン〕サービス 4

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 36

教科書 西洋料理　料飲接遇サービス技法

テキストの内容を復習し理解を深める。

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

　　　　　第２節　西洋料理に使用される主な食材

　　　　　第６節　西洋料理の食事用具・備品

・西洋料理に使用される主な食材および調理法を学び、西洋料理への理解を深める。
・宴会・レストランサービスにおける接客の基本的知識を身に付ける。

確認テストで60点以上を目標とする。

総授業時間数

ＨＲＳ国家検定について概要と目的の説明

第１章　食材・料飲等の基礎知識　第１節　食品

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義

西洋料理Ⅰ 與那城幸美・大冝見汐織

　　　　　第４節　飲料の種類および特徴

　　　　　第５節　メニュー

　　　　　第３節　一般的な西洋料理調理法

1

実務経験紹介

時間外
学習

成績評価
方法

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 44時間 授業回数 44回 １回授業 45分 授業時間数

1 10

2 2

3 2

4 レストランの管理業務 2

5 テーブル・クロスのセッティング 2

6 ナプキンの折り方 2

7 テーブルセッティング（朝食・昼食・夕食） 6

8 トレイ・プレートサービス 6

9 テーブルマナーの知識 4

10 ワインの注ぎ方 2

　 11 パンのサービス 4

12 スープのサービス 2

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 44

教科書 基礎からわかる　レストランサービススタンダードマニュアル

ホテル実習室を使用し苦手項目の復習を行う。

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

時間外
学習

成績評価
方法

１．実務家　　２．教員

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

食器の取り扱いと管理

　西洋レストランサービス技法の習得を目的とする。お客様をお迎えしてからお見送りするまでの
サービスの技法を学ぶ。

・テーブルセッティングができるようになる。（朝食・昼食・夕食）
・トレイ・プレートサービスの基礎を習得する。

総授業時間数

笑顔から始まる接客の基本

什器備品の知識

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 実技・講義

西洋料理実技Ⅰ 與那城　幸美



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 120時間 授業回数  120回 １回授業 45分 授業時間数

1 24

2 12

3 18

4 18

5 12

6 12

7 24

8

9

10

　 11

12

13

14

11

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 120

教科書

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介

時間外
学習

成績評価
方法

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/

テキストの内容を復習し理解を深める。

ホテルテキスト（宿泊Ⅰ・Ⅱ、料飲Ⅰ・Ⅱ、ホテル業務関連知識）

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義・演習

ホテル実務Ⅰ 與那城幸美・大冝見汐織

　ホテル実務技能検定の取得を目的とする。ホテルで活躍できるため、専門用語やホテル組織、
ホテルカテゴリー等を学び、ホテル基礎を整える。

ホテリエとしての基本的な知識・接遇マナーを習得。
（宿泊）ベルマン・ドアマンの基本的サービスがマニュアル通りに実践できる。
（料飲）基本的な接客サービス、器材の使用方法、会場の設営方法を覚える。

総授業時間数

ホテル業務関連知識

宿泊Ⅱ　フロント・サービス編

料飲Ⅰ　レストラン・宴会編

料飲Ⅱ　バー・ラウンジ編

宿泊・料飲サービス演習（ユインチホテル南城）

校内模擬試験

宿泊Ⅰ　フロント・オフィス編



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 通年

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 249時間 授業回数  249回 １回授業 45分 授業時間数

1 12

2 25

3 3

4 ユニフォーム合わせ・研修規約の説明 1

5 研修先館内案内 1

6 研修先配属決定（料飲部・宿泊部）

7 研修担当者との顔合わせ・シフトの確認

8 現場実習 190

9 研修振り返りと対策 4

10 インターンシップ成果報告会準備・実施 12

　 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 249

教科書

担当詳細 備　考

1

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

オリジナルプリント

時間外
学習

研修で学んだこと、気付いたことはその日のうちに書き留めておき、次回の行動に活かせるようにしておく。

成績評価
方法

【出席(10P)】【勤務態度(10Ｐ)】【研修レポート(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

　

　

企業研修前オリエンテーション

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 実習・講義

ホテル実習 企業担当者

インターンシップを通じて、学校で学んだ事をアウトプットする場とする。社会人の在り方を自分の
目で見て学び、自分が社会に出た時の具体的なイメージを持つ。

【知識・技能】
・研修先セクションの業務の一日の流れを把握し、説明することができる。
・現場のスタッフの指示に従い、正確に業務を遂行することができる。
【態度】
・現場のスタッフと適切なコミュニケーションを取ることができる。
・社会人の基礎である時間管理や報連相が実際にできている。

総授業時間数

ブライダル概論

インターンシップ研修



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 24時間 授業回数  24回 １回授業 45分 授業時間数

1 16

2 8

3

4

5

6

7

8

9

10

　 11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 24

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介 　―

ホテルのしごと2021、プリント、情報誌、就職活動の進め方

時間外
学習

新聞や専門誌などを読み情報収集を行う。

成績評価
方法

【技能・技術】課題のレポートを評価の対象とし、個人の考えをまとめ、その完成度を評価とする。

【態度】出席率・授業態度を評価の対象とする。

１．実務家　　２．教員

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・１年次 講義

就職実務 與那城幸美・大冝見汐織

・ホテルのランクやグレードの違いを知る。
・企業研究や実習・企業訪問を通して就職意識の向上と目標企業を選定する。

・自己分析シートを活用し、自分の志向に合った目標企業の選定。
・企業訪問で企業の方との関わりをもち、意欲的に学ぶ姿勢が見られる。
・企業訪問前の企業分析や訪問後の振り返りシートなどポートフォリオの作成。

総授業時間数

就職目標企業の選定（企業研究・業界研究含む）

自己分析



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 総合学習Ⅱ 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 100時間 授業回数 100回 1回授業 45分 授業時間数

1 ＬＨＲ（ロングホームルーム） 28

2 15

3 15

4 42

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 100

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

①各種行事において振り返りを行い、次につながる改善策を提案し工夫ができる
②学生同士でコミュニケーションを取り、イベント内容の計画を立てることができる

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義・実習

與那城　幸美

就職活動を行う為の応用力と社会人のビジネスマナーを学び、能動的に行動ができる人材を目
指す。

オリジナルプリント

総授業時間数

キャリア支援準備

キャリア支援授業

夏フェス

１．実務家　　２．教員

―

時間外
学習

成績評価　方法
【出席(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 30時間 授業回数 30回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 1

3 4

4 2

5 4

6 4

7 第４章　考える力（思考力）を磨く 8

8 第５章　わたしの「志」 4

9 「志」振り返り 2

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 30

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

第２章　感化力　「志」高く生きた人に学ぶ

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義

志学Ⅱ 與那城　幸美

何のために“生きるのか”“学ぶのか”“働くのか”を、社会との繋がりの中で自身の生きる姿勢や
志について考え、将来の「やりがい」に繋がることを見出し、準備ができる。

・良い影響を受け自らの在り方を考える大切さを知る。
・自分の言葉で伝える大切さ、目標の大切さ、志の大切を知る。
・能動的に行動する大切さを知る。

総授業時間数

志学Ⅰ振り返り

志学Ⅱ　序章　ねらい・学習目標

第１章「志」とは

第２章　感化力　プレゼン

第３章　伝える力（思いを言葉に変える力）を磨く

時間外
学習

学生クレドを意識し、授業で学び考えた自分の行動案を実践する。

成績評価　方法
【出席率(20P）】【授業態度（20P）】【毎回の授業レポート（60P）】

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

―

志学Ⅰ・Ⅱテキスト



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 80時間 授業回数 80回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 2

3 23

4 23

5 23

6 8

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 80

教科書

.

担当詳細 備　考

実務経験紹介

・TOEICのスコアアップを目指す学生を対象に、頻出語句、文法、構文、解答のテクニックを身に
付ける授業とする。

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義・演習

実用英語Ⅱ 張恵文

・TOEICスコア500取得に必要な単語を理解できる（高校卒業レベル／4,000単語）
・ビジネスや日常生活における限定された範囲内での英語を理解し、使用する事ができる。

オリエンテーション、問題形式・出題内容について

実力診断テスト（模擬試験）

ボキャブラリー

リスニング

リーディング

模擬試験、解答解説

時間外
学習

成績評価　方法
【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

TOEIC L&Rテスト書き込みドリル（桐原書店）、公式TOEIC L&R問題集（ETS）他



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 ３２時間 授業回数 ３２回 １回授業 ４５分 授業時間数

1 2

2 3

3 2

4 2

5 2

6 2

7 1

8 買い物時のロールプレイング 1

9 ブライダルのロールプレイング 1

10 ブライダルの専用単語及び定型文 2

11 ブライダル実演 1

12 動作の進行を表す　　　　在 2

13 ホテルのロールプレイング 1

14 助動詞「要」の使い方 2

15 動詞　　喜欢 2

16 動作の進行度を表す「在」の使い方 2

17 時間の長さ 2

18 選択疑問文「是…不是…」 2

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 32

教科書

担当詳細 備　考

ホテル業界で、インバウンドのお客様に対して中国語の知識を利用し、接客に活用する。
（１年次の知識を応用し、接客中国語を学ぶ。）

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・２年次 講義・演習

接客中国語Ⅱ 陳　小妙

・ホテルのセクションごとの中国語を理解し発音する事が出来る。
・１年次に習得した知識を応用し、文の使い方が理解出来る。

総授業時間数

前年の知識の復習

助動詞　　会，能，可以   

二つの目的語を取る動詞

向詞と案内の定型文

期間を表す時間詞の使い方

テストと回答

レストランサービスのロールプレイング

実務経験紹介 　―

チャレンジ中国語　入門編

時間外
学習

日常生活に中国語を取り入れる。

成績評価
方法

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 ３６時間 授業回数 ３６回 １回授業 ４５分 授業時間数

1 2

2 2

3 10

4 4

5 8

6 5

7 5

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 36

教科書

担当詳細 備　考

沖縄の伝統工芸①

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義・実習

沖縄観光Ⅱ 仲井間　利加子

①郷土の歴史・文化を知り渡航者へ伝えるプレゼン能力の向上。
②実践を図る事で自身のルーツを感じ発信していく力を養う。

①しまくとぅばの挨拶を覚える
②沖縄の歴史を知る（沖縄の世界遺産）
③沖縄の文化を知る（暮らし・食文化・工芸・芸能）

総授業時間数

沖縄の概要

平和学習・戦後７９年目　DVD鑑賞「かんからさんしん」感想提出

沖縄の文化

沖縄の伝統工芸②

沖縄の言葉（しまくとぅば）

沖縄の歴史

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

オリジナルプリント

時間外
学習

プリントの内容を復習し理解を深める。

成績評価
方法

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 80時間 授業回数 80回 1回授業 45分 授業時間数

1 4

2 2

3 6

4 2

5 2

6 1

7 2

8 1

9 2

10 2

11 2

12 2

28 4

29 2

30 1

13 3

14

15

16

17

18 3

19 4

20 4

21 3

22 1

23 2

24 2

25 1

26 4

27 16

合計時間数 80

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

　　　　　第５節　メニュー

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義

西洋料理Ⅱ 與那城・大冝見

食材や食事を楽しむ上で欠かせない酒類の知識、安心を保障する安全衛生や設備管理につい
て習得する

①食材・各飲料等の区別ができ、説明することができる。
②レストランにおけるサービス方法の区別ができる。

総授業時間数

第１章　第２節　西洋料理に使用される主な食材

　　　　　第３節　一般的な西洋料理調理法

　　　　　第４節　飲料の種類および特徴　ワイン

　　　　　第３節　労働安全衛生に関する法令／第４章～第８章まとめ

　　　　　第６節　西洋料理の食事用具・備品／第１章まとめ

第４章　第１節　食文化とタブー

　　　　　第２節　食文化史と現状の食環境／第３節　食文化と食事作法

　　　　　第４節　西洋料理の変換

第５章　第１節　施設の知識

　　　　　第２節　防炎／第３節　設備の維持管理

第６章　第１節　料飲サービスにおける不満・苦情

　　　　　第２節　好ましくないお客への対応／第３節　遺失物の取り扱い

第７章　第１節　食品衛生

　　　　　第２節　公衆衛生／第３節　食品衛生法

第８章　第１節　労働災害／第２節　危険有害性

第２章　接客の基本　第１節　料飲サービスの役割
1

第２節　料飲サービスの性格と特徴

第３節　料飲サービスを支える条件
1

第４節　料飲サービススタッフに求められる資質

時間外
学習

第３章　宴会とレストランサービス　第１節　宴会

第２節　レストラン

第３節　客席案内／第４節　注文

第５節　テーブルサービス

第６節　調理の仕上げ（ワゴン[ゲリドン]サービス）

第７節　予約、解約／第８節　メニュー管理

第９節　料理、食器等の異常／第１０節　一般的な救護方法

第１１節　食事のサービスマナー

第１２節　食事の国際習慣

模擬試験

・西洋料理　料飲接遇サービス技法　・オリジナルプリント

成績評価　方法
【出席(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 80時間 授業回数 80回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 1

3 正しく注文が取れる 1

4 客席での販売促進ができる 1

5 正しくオーダーを通せること 1

6 伝票処理ができること 1

7 2

8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 4

15 ＨＲＳ３級実技試験過去問題（ランチタイムサービス） 12

16 ＨＲＳ３級実技試験過去問題（ブレックファストのサービス） 12

17 試験問題　タイム測定（レベルチェック） 8

18 タイムを短縮するための修正点・課題点の確認 4

19 20

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 80

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

料理、飲料の種類に応じた正しいテーブルセットができる

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 実習・講義

西洋料理実技Ⅱ 與那城　幸美

ソフト面のサービスをスムーズに実行するために、基本的なサービス技術を身に付ける。

①与えられた仕事をこなすだけではなく、もっとよくするにはどうしたらよいかを考え工夫ができ
る。
②正しい接客ができる。

総授業時間数

ＨＲＳ検定スケジュール確認

正しい客席案内

パーティ、テーブル等の種類に応じた正しいセットができる

料理、飲料の正しい運搬ができる

料理、飲料の種類に応じた正しいサービスができる

食器類の後片付けが正しくできる

料理をこぼす等の突発事態に正しく対処できる

テーブルの後片付け・リセットが正しくできる

接客サービス（アテンド～リセットまで）一連の流れ　復習・確認

試験本番を想定した実技練習（タイム短縮とサービスの質向上）

実技試験過去問題

時間外
学習

ホテル実習室を使用し苦手項目の復習を行う。

成績評価　方法
【出席(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 32時間 授業回数 3２回 １回授業 45分 授業時間数

1 4

2 1

3 2

4 醸造酒とは 2

5 蒸留酒とは 2

6 混成酒とは 2

7 ウイスキー、ブランデーについて 2

8 カクテルについて 2

9 2

10 3

11 2

12 2

13 2

14 2

15 1

16 1

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 32

教科書

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

担当詳細 備　考

実務経験紹介

１年次に習得した知識の応用として、ホテルマネジメント基礎を学ぶ。
将来、ホテルで活躍できるためのスキルとして、バー＆ビバレッジを実践で学ぶ。

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義・演習

ホテル実務Ⅱ 與那城　幸美・他

HRS検定

①企業情報を収集する。
②カクテルの作成技法のうち、ビルド、シェイク、ステアの技術を習得している。

総授業時間数

県内ホテル見学

バーテンダーとは

お酒の基本知識

カクテルの技法

カクテル作成実演

バー、レストランでの接客

ワインについて

スピリッツについて

フルーツカット

バーテンダー接客講義

成績評価　方法
学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/

オリジナルプリント

時間外
学習

プリントの内容を復習し理解を深める。

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 34時間 授業回数 34回 1回授業 45分 授業時間数

1 2

2 8

3 8

4 8

5 8

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 34

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

①就職目標企業へ入社するための研究・対策を実施する。
②面接スキル・自己分析・ビジネスマナーを身に付ける。

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義・演習

企業研究Ⅱ 與那城　幸美

時間外
学習

新聞やニュースから最新の情報を取り入れる。

①自分自身の意見をまとめ、相手に思いを伝えることができる。
②目標企業の筆記対策傾向をしり、筆記問題を解くことができる。
③ＴＰＯに合わせた身だしなみを整え、体調管理がができる。

総授業時間数

第１章　就職活動の基礎を整える

第２章　自己ＰＲ

第３章　就職活動の実践

第４章　社会人になる前に

―

個人面接・エントリー・筆記対策

ＫＢＣ学園就職活動の進め方・オリジナルプリント

成績評価　方法
【出席(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 １２時間 授業回数 １２回 １回授業 ４５分 授業時間数

1 4

2 4

3 4

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 12

教科書

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 演習・講義

パソコン演習Ⅱ 田村　明子

①１年次で学んだＰＣスキルの基礎力を発揮し、更なるレベルアップを図る。
②校内・私物ＰＣを利用し実践的なトレーニングを実施する。

①エクセル：表検索の応用、セルの証明ができる。
②ワード：速度４００文字以上打ち、手書き問題からビジネス文書を作成することができる。

総授業時間数

エクセル・ワード検定取得級の復習

基本処理指導

基本処理指導

時間外
学習

校内PC・私物PCを利用し繰り返し練習する。

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

―

模擬問題集（ワープロ・表計算）



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 総合学習Ⅱ 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 188時間 授業回数 188回 1回授業 45分 授業時間数

1 ＬＨＲ（ロングホームルーム） 4

2 24

3 30

4 30

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 88

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

①各種行事において振り返りを行い、次につながる改善策を提案し工夫ができる
②学生同士でコミュニケーションを取り、イベント内容の計画を立てることができる

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義・実習

與那城　幸美

就職活動を行う為の応用力と社会人のビジネスマナーを学び、能動的に行動ができる人材を目
指す。

オリジナルプリント

総授業時間数

フィジカルトレーニング

卒年次合同授業

ビジネススキル

１．実務家　　２．教員

―

時間外
学習

成績評価　方法
【出席(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 32時間 授業回数 32回 1回授業 45分 授業時間数

1 1

2 ボキャブラリー 9

3 リスニング 8

4 リーディング 10

5 4

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 32

教科書

.

担当詳細 備　考

実務経験紹介

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義・演習

実用英語Ⅱ 張恵文

・TOEICのスコアアップを目指す学生を対象に、頻出語句、文法、構文、解答のテクニックを身に
付ける授業とする。

・TOEICスコア500取得に必要な単語を理解できる（高校卒業レベル／4,000単語）
・ビジネスや日常生活における限定された範囲内での英語を理解し、使用する事ができる。

目標設定

模擬試験、解答解説

TOEIC L&Rテスト書き込みドリル（桐原書店）、公式TOEIC L&R問題集（ETS）他

時間外
学習

成績評価　方法
【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 ２６時間 授業回数 ２６回 １回授業 ４５分 授業時間数

1 語順のまとめと練習 2

2 テストと回答 2

3 前置詞について 2

4 どうやって…する 2

5 ．．．して．．．する　　動詞の手段を表す 2

6 理由を尋ねる分る文 2

7 動詞の重ね 1

8 様態補語 3

9 …しました 3

10 ２つ目的語を持つ動詞 3

11 反復疑問文 2

12 復習とテスト 2

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 26

教科書

担当詳細 備　考

シラバス

ホテル・ブライダル科 ホテルリゾートコース・２年次 講義・演習

接客中国語Ⅱ 陳　小妙

ホテル業界で、インバウンドのお客様に対して中国語の知識を利用し、接客に活用する。
（１年次の知識を応用し、接客中国語を学ぶ。）

・ホテルのセクションごとの中国語を理解し発音する事が出来る。
・１年次に習得した知識を応用し、文の使い方が理解出来る。

総授業時間数

実務経験紹介 　―

チャレンジ中国語　入門編

時間外
学習

日常生活に中国語を取り入れる。

成績評価
方法

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 マナープロトコール 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 総授業時間数 38時間 授業回数 38回 回授業 45分 授業時間数

1 1

2 1

3 4

4 6

5 6

6 2

7 2

8 8

9 8

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 38

教科書 マナー＆プロトコールの基礎知識・問題集（日本マナー・プロトコール協会発行）

社会人のマナー、ビジネスシーンのマナーについてテキストを読む。 .

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介

・和食のマナーについて、箸使いのタブーを説明することができる。
・西洋料理のマナーについて、テーブルマナーのポイントを説明することができる。
・「冠婚葬祭」のしきたりについて説明することができる。

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義

大冝見　汐織

国際儀礼や世界標準マナーとしての国際的なマナーやエチケットを学び、文化や宗教の違いを
理解し、世界共通のマナールールを習得する。

マナーとは何か

マナーの歴史と意味

国際人としてのプロトコール

食事のマナー

「冠」のしきたり

「婚」のしきたり

「葬」のしきたり

「祭」のしきたり

模擬問題集　解答・解説

時間外
学習

成績評価　方法

１．実務家　　２．教員

－



令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 ４０時間 授業回数 ４０回 １回授業 ４５分 授業時間数

1 1

2 23

3 12

4 4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 40

教科書

担当詳細 備　考

実務経験紹介

実技テスト

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 実習・講義

西洋料理実技Ⅱ 與那城　幸美

ソフト面のサービスをスムーズに実行するために、基本的なサービス技術を身に付ける。

①与えられた仕事をこなすだけではなく、もっとよくするにはどうしたらよいかを考え工夫ができ
る。
②正しい接客ができる。

総授業時間数

実技試験受検の手引き　読み合わせ

試験本番を想定した実技練習（タイム短縮とサービスの質向上）

試験会場を借用しての実技対策授業（３回）

時間外
学習

ホテル実習室を使用し苦手項目の復習を行う。

成績評価　方法
【出席(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/

実技試験過去問題

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 54時間 授業回数 54回 １回授業 45分 授業時間数

1 20

2 28

3 4

4 2

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 54

教科書

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

担当詳細 備　考

実務経験紹介

１年次に習得した知識の応用として、ホテルマネジメント基礎を学ぶ。
将来、ホテルで活躍できるためのスキルとして、バー＆ビバレッジを実践で学ぶ。

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義

ホテル実務Ⅱ 與那城　幸美・他

・損益計算書の見方がわかる。
・マーケティング戦略におけるＳＷＯＴ分析ができる。
・カクテルの作成技法のうち、ビルド、シェイク、ステアの技術を習得している。

総授業時間数

ホテルマネジメント基礎

バー＆ビバレッジコンペ準備

バー＆ビバレッジコンペ本番

バー＆ビバレッジ振り返り

時間外
学習

プリントの内容を復習し理解を深める。

成績評価　方法
学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/

オリジナルプリント

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 前期

授業科目 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 ３０時間 授業回数 ３０回 １回授業 ４５分 授業時間数

1 上級挑戦（準２級・２級） 4

2 受験検定及び受験級の決定 4

3 各自練習（テキスト問題集使用） 6

4 6

5 6

6 4

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 30

教科書

【出席(5P)】【確認テスト(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

担当詳細 備　考

実務経験紹介

①１年次で学んだＰＣスキルの基礎力を発揮し、更なるレベルアップを図る。
②校内PC・私物ＰＣを利用し実践的なトレーニングを実施する。

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 演習・講義

パソコン演習Ⅱ 田村　明子

時間外
学習

校内PC・私物PCを利用し繰り返し練習する。

成績評価　方法

①エクセル：表検索の応用、セルの証明ができる。
②ワード：速度４００文字以上打ち、手書き問題からビジネス文書を作成することができる。

総授業時間数

受験級模擬試験

各自練習（テキスト問題集使用）

受験級模擬試験

１．実務家　　２．教員

―

模擬問題集（ワープロ・表計算）



令和6年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 20時間 授業回数   20回 １回授業 45分 授業時間数

1 2

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 1

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 1

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 20

教科書

担当詳細 備　考

中国四国の人口・面積・地名・観光地

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 講義

観光地理 前津　盛明

　利用するゲストに合った声掛けや対応ができることを目的とし、日本及び世界の地理
を学ぶ。

日本全国の都道府県名が全て答えられる
都道府県の位置が地図上で答えられる
各地方の観光地・名産品が具体的に述べられる

総授業時間数

関東の人口・面積・地名・観光地

中部の人口・面積・地名・観光地

関西の人口・面積・地名・観光地

九州の人口・面積・地名・観光地

北海道の人口・面積・地名・観光地

国内総まとめテスト

アメリカの歴史・観光地

イギリスの歴史・観光地

ドイツの歴史・観光地

フランスの歴史・観光地

イタリアの歴史・観光地

カナダの歴史・観光地

海外総まとめテスト

実務経験紹介 https://www.irc.ac.jp/information/

オリジナルプリント

時間外
学習

日々のニュースから日本国内外のニュースを見る

クイズ番組（地理系）を視聴し、授業内容が出題されないか見る

成績評価
方法

【確認テスト（20ｐｔ）】【提出物(20P)】【まとめテスト(60P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/
https://www.irc.ac.jp/information/


令和６年度 学校名：専修学校インターナショナルリゾートカレッジ

学科・学年 授業方法 講義時期 後期

授業科目 入社前実習 担当者 科目必修区分 選択必修

授業概要

（目的）

到達目標

授業計画 328時間 授業回数 328回 1回授業 45分 授業時間数

1 328

2

3

4

5

6 　

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合計時間数 328

教科書

.

担当詳細 備　考

実務経験紹介

時間外
学習

シラバス

ホテル・ブライダル科ホテルリゾートコース・２年次 演習

與那城　幸美

①講義等で得た知識を実践の場で体験を行う
②就職を意識した企業観察同時に行い、就職後をイメージした研修を実施する

①各内定を頂いた企業からの事前課題資料の学習及び業務についての基礎的な学習の実施。
②社会人また職業人としての基礎的な知識また実技を習得する。

総授業時間数

入社前実習

オリジナルプリント

成績評価　方法
【出席(5P)】【授業態度(5P)】【提出課題(５P)】【評価テスト(80P)】で評価

学校基準により4段階評価とする

１．実務家　　２．教員

―


